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に
入
れ
て
銃
剣
の
柄
で
搗
い
て
、
飯
盒
い
っ
ぱ
い
に
炊
飯

し
て
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。
盆
地
の
先
の
方
は
先
着

の
各
部
隊
の
兵
が
、
散
在
し
て
い
る
家
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。 

比
島
戦
線
必
死
の
転
戦 

 
 
 
 
 
 
 

と
慰
霊
旅
行 

兵
庫
県 

 

西 

谷 

武 

夫 
 

 

  

私
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
一
日
、
兵
庫

県
高
砂
市
（
当
時
は
高
砂
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
徴
兵
検
査
を
受
け
、
第
一

乙
種
合
格
。
昭
和
十
九
年
四
月
一
日
、
兵
庫
県
丹
波
の
篠

山
の
中
部
第
一
一
〇
部
隊
へ
現
役
入
営
し
ま
し
た
。
そ
の

当
時
は
、
開
戦
当
初
の
戦
勝
態
勢
は
な
く
な
り
、
段
々
と

劣
勢
敗
戦
へ
の
嫌
な
気
分
が
出
始
め
た
頃
で
、
旗
の
波
や

歓
呼
の
声
、
そ
し
て
軍
歌
の
高
唱
も
な
く
な
り
、
親
族
兄

弟
に
ま
も
ら
れ
て
の
静
か
な
首
途

か

ど

で

で
あ
り
ま
し
た
。 

 

故
郷
の
町
外
れ
の
国
鉄
「
宝
殿

ほ
う
で
ん

」
駅
よ
り
父
と
二
人
だ

け
で
車
中
の
人
と
な
り
、
福
知
山
線
を
北
上
し
て
篠
山
北

口
で
下
車
、
約
四
キ
ロ
程
歩
い
て
父
に
見
送
ら
れ
て
の
営

門
通
過
で
し
た
。 

 
私
が
入
営
し
た
時
の
家
庭
の
状
況
は 
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祖
父 

 
 

 
 

健
在 

 
 

 

農
業 

 
 

祖
母 

 
 

 
 

死
亡 

 
 

父 
 

 
 

 
 

健
在 

 
 

 

〃 

 
 

母 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 

〃 

 
 

本
人
（
長
男
） 

会
社
員 

 
 

（
日
本
砂
鉄
鋼
業
㈱
高
砂
工
場
労
務
課
へ
勤
務
中
） 

 
 

弟
二
人 

 
 

 

健
在 

 
 

 

学
生 

 
 

妹
二
人 

 
 

 
〃 

 
 

 
 

〃 

で
、
生
活
水
準
は
中
以
下
、
私
が
兵
役
の
た
め
家
を
出
る

こ
と
は
現
金
収
入
が
な
く
な
り
苦
し
い
辛
い
事
で
し
た
。 

  

入
営
し
て
新
兵
と
な
り
、
ま
ず
歩
兵
の
初
歩
の
基
本
訓

練
で
す
。
不
動
の
姿
勢
、
敬
礼
、
前
へ
進
め
、
射
撃
等
の

各
個
教
練
で
し
た
。
そ
の
後
通
信
兵
の
教
育
―
ト
ン
、
ツ

ー
、
ト
ン
、
ツ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
入
営
前
、
勤
務
し

た
会
社
で
の
業
務
は
、
労
務
課
で
の
工
員
の
給
料
計
算
が

主
な
も
の
で
し
た
。
ト
ン
ツ
ー
教
育
は
苦
手
で
は
な
く
、

暗
記
も
早
か
っ
た
の
で
あ
ま
り
苦
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
十
人
程
一
部
屋
に
入
り
、
一
分
間
一
二
十
字
受
信
す
る
。

暗
号
は
四
桁
で
一
字
。
五
十
人
中
二
番
の
上
位
で
し
た
。

こ
ん
な
優
れ
た
能
力
に
恵
ま
れ
た
体
に
生
ん
で
く
れ
た
両

親
に
感
謝
し
た
こ
と
で
す
。
や
が
て
一
期
の
検
閲
も
す
み
、

ヤ
レ
ヤ
レ
で
し
た
。 

 

内
務
の
方
で
は
、
私
達
の
同
年
兵
に
、
Ｋ
と
言
う
者
が

い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
動
作
が
ノ
ロ
い
の
で
一
等
兵
の
ワ

ル
三
人
組
の
攻
撃
目
標
と
な
り
、
可
哀
想
に
地
下
足
袋
の

裏
で
叩
か
れ
て
、
頬
が
真
っ
赤
に
腫
れ
上
が
り
見
る
も
無

残
な
こ
と
で
し
た
。
軍
隊
は
よ
く
運
隊
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

Ｋ
君
は
運
悪
く
、
運
の
弱
い
方
に
な
っ
て
気
の
毒
で
し
た
。

朝
夕
の
点
呼
も
あ
っ
た
の
に
、
将
校
や
下
士
官
は
一
体
何

を
し
て
い
た
の
か
と
他
人
の
事
な
が
ら
義
憤
を
洩
ら
す
戦

友
も
多
く
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
が
出
る
と
分

隊
全
体
の
ミ
ス
と
認
定
さ
れ
、
ビ
ン
タ
、
対
抗
ビ
ン
タ
は

始
終
の
こ
と
。
ま
あ
そ
れ
位
な
ら
辛
抱
せ
に
ゃ
。 

 

さ
て
、
昭
和
十
九
年
七
月
中
旬
、
下
関
よ
り
乗
船
し
て

出
港
、
門
司
、
釜
山
、
長
崎
、
基
隆
を
経
て
、
八
月
二
日
、

マ
ニ
ラ
港
に
上
陸
、
第
十
四
航
空
軍
の
通
信
隊
に
編
入
さ

れ
、
マ
ニ
ラ
受
信
所
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
海
上
航
行
中
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好
運
に
も
米
艦
の
攻
撃
に
も
会
う
こ
と
な
く
、
無
事
マ
ニ

ラ
に
上
陸
で
き
た
こ
と
は
最
大
の
ラ
ッ
キ
ー
と
喜
び
ま
し

た
。 

 
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昭
和
十
九
年
十
月
十
二
、

十
三
日
両
日
に
わ
た
り
、
台
湾
全
土
は
一
〇
〇
機
に
及
ぶ

敵
艦
上
機
の
銃
爆
撃
を
受
け
、
相
当
の
被
害
を
被
っ
た
と

の
こ
と
。
敵
の
反
撃
作
戦
は
次
第
に
惨
烈
を
極
め
、
レ
イ

テ
島
の
死
闘
も
今
や
空
し
く
、
ル
ソ
ン
島
が
急
を
告
げ
る

に
至
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
十
一
月
六
日
、
突
如
、
ル
ソ
ン
島
へ
の
転
進
命

令
を
受
け
ま
し
た
。
第
十
師
団
は
第
十
四
方
面
軍
隷
下
に

入
り
、
ル
ソ
ン
島
マ
ニ
ラ
に
集
結
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

制
海
権
は
半
ば
敵
の
手
中
に
あ
る
情
況
に
か
ん
が
み
、
配

船
も
海
没
を
考
慮
し
、
第
一
船
は
師
団
司
令
部
、
歩
兵
第

三
十
九
連
隊
を
主
力
に
歩
兵
第
一
大
隊
、
通
信
隊
等
で
、

十
二
月
三
日
、
マ
ニ
ラ
に
向
け
高
雄
を
出
港
し
ま
し
た
。

十
三
日
マ
ニ
ラ
到
着
、
残
余
の
師
団
主
力
の
内
、
輜
重
兵

第
十
連
隊
（
二
大
隊
欠
）
、
歩
兵
第
十
連
隊
の
一
個
大
隊
、

歩
兵
第
三
十
九
連
隊
の
一
個
大
隊
、
歩
兵
第
六
十
三
連
隊

の
一
個
大
隊
は
「
乾
瑞
丸
」
に
乗
船
し
ま
し
た
。 

 

無
念
に
も
「
乾
瑞
丸
」
は
十
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時
、

北
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
港
北
方
二
〇
キ
ロ
の
海
上
に
て
敵
潜
の

魚
雷
三
発
を
受
け
轟
沈
し
ま
し
た
。
一
瞬
に
し
て
海
の
藻

屑
と
化
し
た
の
で
す
。
一
千
有
余
人
の
英
霊
と
、
軍
需
資

材
の
消
耗
は
、
師
団
戦
力
に
一
大
痛
撃
で
し
た
。 

 

マ
ニ
ラ
の
受
信
所
勤
務
は
私
達
新
兵
は
受
信
の
み
で
、

発
信
は
古
兵
の
担
当
で
し
た
。
一
月
二
日
交
替
、
一
回
に

新
兵
三
～
四
人
。
古
兵
七
～
八
人
。 

  

八
月
八
日
夜
、
マ
ニ
ラ
よ
り
徒
歩
で
国
道
五
号
線
を
北

上
す
る
。
八
月
十
日
、
サ
ン
ミ
ゲ
ル
で
戦
友
の
近
田
薫
君

（
小
野
市
出
身
）
が
事
故
死
す
（
公
報
は
戦
死
）
。
死
亡
の

状
況
は
通
信
の
機
械
器
具
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、
そ
の
荷

物
の
上
に
近
田
戦
友
が
乗
っ
て
い
た
。
車
が
前
進
中
、
路

上
に
長
く
枝
を
伸
ば
し
た
樹
木
に
接
触
し
て
車
上
よ
り
落

下
、
路
傍
の
大
木
の
切
り
株
に
頭
部
を
強
打
し
て
死
に
至

っ
た
と
の
こ
と
。
御
冥
福
を
祈
っ
た
も
の
で
す
。 

 
バ
ン
バ
ン
市
西
方
サ
リ
ナ
ス
に
駐
留
し
ま
し
た
。
龍
野



389 

出
身
の
南
畑
戦
友
、
イ
モ
畑
で
ゲ
リ
ラ
の
襲
撃
を
受
け
て

死
亡
し
ま
し
た
。
痛
ま
し
い
哉
で
す
。 

 

ソ
ラ
ノ
に
駐
留
。
Ｂ
17
、
Ｂ
25
の
銃
爆
撃
に
よ
り
古

年
兵
一
人
死
亡
。
仇
は
必
ず
討
つ
。
安
ら
か
に
眠
っ
て
く

れ
。 

 

エ
チ
ア
ゲ
の
手
前
イ
ビ
ル
に
駐
留
。
落
下
傘
爆
弾
の
攻

撃
を
受
け
る
。
処
置
な
し
か
？ 

バ
ガ
バ
ッ
ク
へ
引
き
返

し
、
四
号
線
を
北
上
。
ハ
ロ
ゲ
付
近
よ
り
旧
道
へ
入
る
。

キ
ア
ン
ガ
ン
へ
移
動
。
こ
の
間
、
小
野
市
の
Ｋ
戦
友
と
藤

田
戦
友
を
埋
葬
し
ま
し
た
。
Ｋ
は
敵
機
の
爆
弾
の
破
片
で
、

片
足
の
大
腿
部
よ
り
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
同
年
兵
の
衛
生
兵

が
心
を
こ
め
て
必
死
の
看
護
を
し
た
の
で
す
が
、
出
血
多

量
で
残
念
に
も
死
亡
す
る
。
片
手
を
手
首
よ
り
切
断
、
火

葬
に
し
て
自
分
の
胸
に
飯
盒
に
入
れ
て
抱
い
て
共
に
歩
い

た
。
Ｋ
の
体
は
山
中
の
土
を
掘
り
埋
葬
し
ま
し
た
。 

 

藤
田
も
同
じ
よ
う
に
山
中
へ
埋
葬
。
そ
の
地
点
の
光
景

も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
今
度
も
し
現
地
へ
慰
霊
旅

行
で
行
け
れ
ば
、
間
違
い
な
く
墓
参
で
き
る
と
思
う
。 

 

 

ギ
ア
ン
ガ
ン
よ
り
山
岳
地
帯
へ
入
る
。
龍
野
の
宝
山
、

前
田
某
も
歩
行
困
難
に
な
り
、
残
置
や
む
な
し
。
マ
ラ
リ

ア
発
症
し
て
死
亡
確
実
。 

 

本
庄
戦
友
が
脱
落
。
昭
和
二
十
年
六
月
三
十
日
、
戦
死

の
公
報
。
宝
山
戦
友
は
昭
和
二
十
年
六
月
二
十
五
日
戦
死

の
公
報
。 

 

以
後
の
往
路
不
明
。
終
戦
間
近
い
。
旧
ス
ペ
イ
ン
道
ト

ツ
カ
ン
付
近
で
分
散
駐
留
。
こ
の
地
点
で
名
古
屋
の
土
屋

戦
友
病
死
（
マ
ラ
リ
ア
）
十
九
歳
。
少
年
通
信
兵
。 

  

比
島
（
ル
ソ
ン
島
）
転
戦
中
最
も
困
っ
た
こ
と
。 

 

１ 

食
料
が
な
い
こ
と
。 

 

２ 

マ
ラ
リ
ア
に
な
る
こ
と
。 

 

転
戦
中
に
畑
が
あ
り
、
サ
ン
ド
豆
、
砂
糖
キ
ビ
が
あ
っ

た
。
目
の
色
を
変
え
て
喜
び
、
両
手
に
持
て
る
だ
け
精
い

っ
ぱ
い
持
っ
て
帰
ろ
う
と
し
た
。
そ
こ
へ
日
本
人
と
名
乗

る
男
が
一
人
現
れ
た
「
私
は
Ｏ
Ｏ
県
よ
り
比
島
へ
来
て
い

る
日
本
人
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
と
申
す
者
だ
、
農
業
指
導
の
た
め
来

て
、
住
民
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
こ
で
日
本
軍
の
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皆
さ
ん
が
こ
の
作
物
を
略
奪
す
る
と
、
こ
の
地
区
の
住
民

感
情
は
ど
う
な
る
か
を
考
え
て
く
れ
、
皆
さ
ん
も
大
変
空

腹
で
困
っ
て
い
る
事
は
よ
く
判
り
ま
す
。
少
し
進
呈
し
ま

す
。
大
部
分
は
こ
こ
に
置
い
て
住
民
に
返
し
て
下
さ
い
」

と
。
我
々
は
反
省
の
色
を
表
し
て
お
断
り
を
し
て
別
れ
た
。 

 

ま
た
蛇
を
食
っ
た
話
。
空
腹
に
悩
ん
で
い
る
時
、
路
傍

で
三
〇
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
小
さ
い
蛇
を
見
付
け
た
。
棒
で

た
た
き
殺
し
て
開
き
、
塩
を
ふ
り
菜
葉
を
の
せ
て
焼
い
た
。

う
ま
か
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
三
人
の

戦
友
で
喜
び
合
っ
た
。
ホ
ン
ト
の
話
で
す
。 

 

次
は
マ
ラ
リ
ア
。
ル
ソ
ン
島
の
マ
ラ
リ
ア
は
タ
チ
が
悪

い
。
脳
を
や
ら
れ
て
意
識
を
失
う
。
私
も
や
ら
れ
て
九
死

に
一
生
ど
こ
ろ
か
、
百
死
に
一
生
を
得
た
と
思
う
。
後
で

ま
た
詳
し
く
述
べ
る
。 

 

ま
た
同
一
の
部
隊
の
中
に
も
、
意
地
の
悪
い
不
届
き
な

古
兵
や
上
等
兵
等
が
い
る
。
同
年
兵
同
志
で
歓
談
し
て
い

る
最
中
に
「
タ
マ
は
前
か
ら
と
は
限
ら
ん
ぞ
の
― 

！ 

後

の
方
も
用
心
せ
ん
と
！
」
と
暗
に
下
級
者
に
ひ
ど
い
仕
打

ち
を
す
る
と
、
そ
の
反
動
を
気
を
つ
け
よ
と
お
ど
し
上
げ

る
。
こ
れ
も
共
同
防
衛
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
、
栄
養
失
調
、
下
痢
、
皮
膚
病
、
そ
れ
以
外
の

訳
の
分
か
ら
ぬ
異
状
で
よ
く
死
ん
だ
。
対
敵
戦
闘
で
銃
砲

爆
弾
で
負
傷
、
死
亡
す
る
よ
り
病
気
死
亡
が
多
い
。
と
に

か
く
マ
ニ
ラ
で
部
隊
編
成
の
時
は
一
五
八
人
い
た
。
内
地

へ
帰
っ
た
の
は
十
五
人
し
か
い
な
い
。
い
か
に
ヒ
ド
か
っ

た
か
。 

 

師
団
司
令
部
の
平
林
克
己
参
謀
の
示
す
所
に
よ
る
と
、

総
員
二
万
千
七
百
二
十
七
人
、
戦
没
一
万
八
千
七
百
二
十

六
人
、
生
還
三
千
一
人
だ
と
、
私
の
よ
う
に
生
き
て
還
っ

た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
。
多
く
の
亡
き
戦
友
の
最
後
の

死
に
ざ
ま
。
死
体
を
埋
葬
、
荼
毘
に
付
し
た
様
子
。
数
え

切
れ
な
い
戦
場
の
酷
さ
。
今
は
も
う
言
う
べ
き
言
葉
も
な

い
。 

  

さ
て
、
思
い
を
戦
場
へ
戻
そ
う
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
飛
行

機
が
終
戦
を
知
ら
せ
る
ビ
ラ
を
散
布
し
始
め
た
。
「
敵
の

謀
略
だ
。
信
用
す
る
な
」「
敵
の
収
容
所
へ
行
け
ば
、
腹
い

っ
ぱ
い
メ
シ
が
食
べ
ら
れ
る
」
「
だ
ま
さ
れ
て
も
と
も
と
」
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と
け
ん
け
ん
ご
う
ご
う
で
あ
る
。
キ
ア
ン
ガ
ン
へ
向
け
て

下
山
を
開
始
す
る
。
キ
ア
ン
ガ
ン
収
容
所
へ
入
り
意
識
不

明
の
状
態
と
な
る
（
マ
ラ
リ
ア
高
熱
の
た
め
）
。
一
週
間
四

〇
度
が
続
い
た
と
い
う
。 

 

ト
ラ
ッ
ク
で
五
号
線
サ
ン
ホ
セ
へ
移
送
、
さ
ら
に
マ
ニ

ラ
南
方
の
ニ
ュ
ー
ビ
リ
ビ
ッ
ト
へ
貨
車
で
送
ら
れ
る
。
収

容
所
生
活
日
数
は
不
明
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
年
十
一
月
十
日
夜
、
マ
ニ
ラ
港
出
発
。「
筑
紫

丸
」
八
、
五
〇
〇
ト
ン
。
十
一
月
二
十
日
、
浦
賀
港
へ
帰

還
。
そ
し
て
群
馬
県
渋
川
町
旧
陸
軍
病
院
へ
入
院
、
そ
の

後
、
姫
路
陸
軍
病
院
へ
行
く
。
こ
の
マ
ニ
ラ
よ
り
姫
路
ま

で
の
間
、
ほ
と
ん
ど
意
識
な
し
で
、
し
か
し
何
回
か
意
識

を
取
り
戻
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。 

 

浦
賀
よ
り
渋
川
に
至
る
間
は
、
列
車
輸
送
で
あ
っ
た
そ

う
だ
が
、
全
然
気
が
付
い
て
い
な
い
。
看
護
婦
さ
ん
が
付

き
添
っ
て
い
た
と
の
事
。
体
重
は
三
五
キ
ロ
位
？ 

現
在

は
五
〇
キ
ロ
位
。
身
長
一
六
一
セ
ン
チ
。
入
営
時
の
体
重

は
五
四
キ
ロ
で
あ
っ
た
。
渋
川
の
病
院
へ
着
い
て
も
二
階

へ
の
階
段
を
よ
う
上
が
れ
な
い
。 

 

姫
路
の
陸
軍
病
院
で
は
年
末
か
ら
三
～
四
カ
月
い
た
。

こ
の
間
に
体
調
は
ド
ン
ド
ン
良
く
な
り
、
体
重
が
一
晩
に

三
キ
ロ
増
加
し
た
こ
と
も
あ
る
。
間
違
い
で
は
な
い
か
と

何
回
も
計
算
し
て
や
っ
と
納
得
し
た
。
信
じ
ら
れ
ぬ
話
で

す
が
、
本
当
の
こ
と
で
す
。 

 

昭
和
二
十
一
年
三
月
に
退
院
、
除
隊
、
復
員
、
社
会
復

帰
。
日
本
砂
鉄
鉱
業
高
砂
工
場
へ
復
職
し
た
。
両
親
、
兄

弟
、
親
族
、
神
様
、
仏
様
の
お
か
げ
と
何
度
も
頭
を
下
げ

て
お
礼
を
申
し
上
げ
感
謝
し
、
武
運
長
久
を
祝
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
Ｋ
戦
友
の
実
家
を
訪
ね
、
戦
友
と
し
て
の
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
外
数
個
所
訪
ね
て
巡
り
ま
し

た
。
英
霊
に
対
し
て
気
が
す
ま
な
い
の
で
す
。 

 

第
十
四
方
面
軍
（
尚
武
）
司
令
官
・
山
下
奉
文
大
将
は

大
層
御
立
派
な
お
方
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
山
下
大
将
の

着
任
は
、
昭
和
十
九
年
十
月
六
日
。
昭
和
二
十
年
八
月
二

十
一
日
キ
ア
ン
ガ
ン
で
降
伏
仮
調
印
。
そ
の
後
ヘ
リ
で
バ

ギ
オ
、
飛
行
機
で
マ
ニ
ラ
へ
移
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

  
比
島
慰
霊
旅
行
は
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
よ
り
始
ま
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り
、
以
後
毎
年
一
回
参
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
度

は
風
邪
の
た
め
不
参
加
で
す
。
参
加
者
は
当
初
十
四
人
、

平
均
し
て
六
～
七
人
。
終
戦
五
十
回
忌
を
終
え
て
よ
り
急

激
に
減
少
、
こ
こ
二
～
三
年
は
二
～
三
人
で
す
。 

 

慰
霊
旅
行
の
た
め
走
行
し
た
国
道
は
、
五
号
線
、
三
〇

三
号
、
四
号
、
一
一
号
、
三
号
線
が
主
で
、
外
に
バ
ナ
ウ

ェ
ー
、
マ
ヨ
ヤ
オ
、
バ
ン
バ
ン
、
サ
リ
ナ
ス
、
キ
ア
ン
ガ

ン
、
マ
ル
コ
ス
道
、
ナ
ギ
リ
ア
ン
、
バ
ギ
オ
、
マ
ニ
ラ
、

カ
リ
ラ
ヤ
、
ロ
ス
バ
ニ
オ
ス
、
ワ
ワ
ダ
ム
、
イ
ボ
ダ
ム
、

そ
の
他
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
、
バ
タ
ア
ン
半
島
へ
行
き
ま
し

た
。
慰
霊
旅
行
に
は
「
君
が
代
」
「
海
ゆ
か
ば
」
「
般
若
心

経
」
な
ど
の
テ
ー
プ
を
持
参
し
、
焼
香
品
等
を
用
意
し
、

団
長
が
弔
辞
を
読
む
。 

 

私
は
そ
う
い
う
形
式
的
な
こ
と
が
嫌
い
で
す
。
英
霊
が

死
ん
だ
当
時
の
そ
の
時
の
模
様
を
思
い
浮
か
べ
て
、
英
霊

と
話
を
交
わ
し
心
を
ふ
れ
合
わ
す
事
に
つ
と
め
ま
す
。
そ

の
間
私
は
涙
が
絶
え
間
無
く
流
れ
て
、
斎
場
に
起
立
し
て

い
る
事
が
で
き
ず
、
そ
の
場
に
し
ゃ
が
ん
で
泣
き
入
る
状

態
だ
と
同
行
者
は
申
し
ま
す
。 

 

マ
ラ
リ
ア
に
冒
さ
れ
て
半
死
半
病
で
あ
っ
た
私
の
耳
も

復
員
後
は
家
族
の
温
か
い
愛
情
に
包
ま
れ
て
次
第
に
体
力

を
取
り
戻
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
九
年
結
婚
し
、
男
一
人
女
一
人
を
儲
け
、
孫

は
内
二
人
外
二
人
と
計
四
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
家
族

全
員
元
気
で
好
運
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
職
域
で
は
米
田
地
区
で
農
事
の
水
関
係
の
仕
事
を
、

農
事
部
長
に
進
み
、
地
区
の
世
話
人
で
し
た
。
ま
た
土
地

改
良
区
の
理
事
九
年
、
理
事
長
九
年
で
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
老
人
会
も
四
年
関
係
し
、
二
百
三
十
人
の
会
員
を

四
ク
ラ
ブ
に
分
け
て
、
ま
と
め
役
を
し
て
い
ま
す
。
戦
地

で
多
く
の
人
の
世
話
に
な
っ
て
無
事
に
帰
還
で
き
た
報
恩

感
謝
に
心
い
っ
ぱ
い
の
力
を
捧
げ
て
い
ま
す
。 




